
 

２０１６年３月２９日 

 

各  位 
                         会 社 名 マックスバリュ中部株式会社 
                         代表者名 代表取締役社長   鈴木 芳知 
                            （コード番号：８１７１ 名証第２部） 
                         問合せ先 取締役兼常務執行役員経営管理本部長 望月 俊二 
                            （ＴＥＬ ０５２－８５７－０７１９） 
 

業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 
 

 当社は、最近の業績動向を踏まえ、２０１６年１月８日に公表しました２０１６年２月期通期の業績 

予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 また、同期間において、下記のとおり特別損失を計上いたしますのでお知らせいたします。 

 

 

記 

１．業績予想の修正 

                                      （金額の単位：百万円） 

2016 年 2 月期通期連結業績予想数値の修正（2015 年 3 月 1日～2016 年 2 月 29 日） 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） １７２,０００ ２,８００ ２,８００ ９００ ２８円４５銭 

今回修正予想（Ｂ） １７３,９００ ３,１８０ ３,１９０ １,３１０ ４１円４１銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） １,９００ ３８０ ３９０ ４１０  

増 減 率    （％） １.１ １３.６ １３.９ ４５.６  

(ご参考) 前期通期実績 

（2015 年 2 月期） 
１６４,９４４ ４３７ ５３８ ２１２ ６円７０銭 

 
2016 年 2 月期通期個別業績予想数値の修正（2015 年 3 月 1日～2016 年 2 月 29 日） 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） １７０,０００ ３,２００ ３,２００ ６３０ １９円９１銭 

今回修正予想（Ｂ） １７１,７３０ ３,６７０ ３,６６０ ８４０ ２６円５６銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） １,７３０ ４７０ ４６０ ２１０  

増 減 率    （％） １.０ １４.７ １４.４ ３３.３  

(ご参考) 前期通期実績 

（2015 年 2 月期） 
１６３,２９４ １,００４ １,０７０ ５０３ １５円８９銭 

 

２．修正の理由 

既存店の改装効果等により、既存店の売上高は前年同期比１０２.５％と当初計画（１００.０%）を上

回り好調に推移しました。荒利益率も２５.７％と前年同期比０.８ポイントと改善したことに加え、経

費削減に向けた諸策の実行により、販売費及び一般管理費は当初計画内で推移し、連結および個別とも

に営業収益・営業利益・経常利益・当期純利益が前回発表予想を上回る見込みとなりました。 
  

 



 

３．特別損失の計上 

 「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社グループの保有する固定資産について将来の回収

可能性を検討した結果、第４四半期の店舗に係る減損損失は２４０百万円となりました。また、子会社

への出資金の評価損８０３百万円を計上しておりますが、連結消去されるため連結業績には影響いたし

ません。 

第３四半期までに計上した６１１百万円と合わせ、当連結会計年度における特別損失は８５２百万円

となる見込みです。 

 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際 

  の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 

 


